
『新しい生活様式』とは：新型コロナウイルス感染防止の３つの基本である①身体的距

離の確保 ②マスクの着用 ③手洗いの実施や「３密（密閉、密集、密接」を避ける、

等を取り入れた日常生活のことです。 

 

  

   

     

  

  

  

 

 

 

  

 

  

 

  

  

 

   

 

 

 

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

編 集 ・ 発 行 ：南小国町社会福祉協議会 

お問い合わせ先：0967-42-1501 

 令和２年７月に発生した豪雨災害により、熊本県内に甚大な被害をもたらし、南小国町でも多数の被害が発

生しました。現在も、県内では、災害ボランティアセンターが設置されボランティア活動が行われています。 

 南小国町ボランティアセンターでは、７月１３日より町内の方を対象に『ボランティア』を募集し、延べ 

７８名の方が、土のう作り・床下の泥撤去など１２件の作業依頼に対しボランティア活動を行いました。 

 この他にも、被災された方々へ応急的な救援を目的に、日本赤十字社の支援物資（救急セット・ブルーシー

トなど）の配布や、高圧洗浄機やモップ等の資機材の貸し出しなどを行いました。 

 また、様々な団体様より被災地支援などで活用してくださいと、飲料水やアルコール消毒液、マスクなど 

多くの救援物資をいただき、ボランティア活動や被災された方々へお届けし活用させていただきました。 

 活動いただいたボランティアの皆様、物資を提供いただいた団体の皆様、南小国町の災害復興のために  

ご協力いただきありがとうございました。 

日本赤十字社  救急セット 
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動  

家の急傾斜地崩落防止のために土のう作り 

Ｔ Ａ Ｏ 塾 様  タ オ ル 等 

 本年の子どもデイサービスは、コロナウ

イルス感染症対策をとりながら、１０名の

児童受け入れと、ボランティアさんの人数

制限もしながら、川遊びや地域散策などの

活動も取り入れ、少し短い夏休みを過ごし

ました。 

また、福祉課・教育委員会の協力もあり、

『さくら荘』と『管理センター』を無償で提供

していただきました。 

 夏休みは子育てボランティア（１２名）

高校生ボランティア（４名）の方々にご協

力をいただきました。活動されたボランテ

ィアの皆さんありがとうございました。 
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 日頃より、民生委員児童委員さんは、高齢者の夫婦世

帯・1人暮らし世帯、障がい者世帯などの『見守り訪問

活動』を行っていただいており、今年度は、【『熱中症予

防×コロナ感染防止』で『新しい生活様式』を健康

に！！】を目的に 7 月～8 月に福祉課・地域包括支援

センター・社協職員と一緒に訪問活動を行いました。 

 訪問活動の際には、新しい生活様式や自分の状態を

知る簡単セルフチェックなどのリーフレットと、熱中

症予防のための塩タブレットをお渡ししました。 

 訪問先では、１人 1 人健康状態や心配ごとがないか

など丁寧に話を聴き、住民の方に寄り添った訪問活動

をされていました。暑い中での訪問活動お疲れ様でし

川 遊 び 

勉 強 時 間 の 見 守 り  

災害ボランティアセンターでボランティア活動を考えている皆様へ 

災害ボランティアセンターによってボランティア募集の要件が異なりますので、ホームページ等で情報を

確認し、ボランティア活動保険へ加入されてからの活動をよろしくお願いします。 

南小国町社会福祉協議会の窓口、またはインターネットでも保険加入が可能となっています！！ 

特定非営利活動法人 ＢＵＬＢＹ
バ ル ビ ー

様 

エ ン ジ ン 式 高 圧 洗 浄 機 等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

  

  

項目 単位（千円） 事業詳細 

高齢者のため １９３ 高齢者ミニデイサービス事業 
福祉施設へ助成 

広報活動のため ４６ 社協だより“りんどう”発行、町内の福
祉活動の情報発信 

子育て支援のため ２７０ 

子育て支援 
子育て広場き★ら★ら 
子育てサポート事業（一時保育） 
子どもデイサービス 

福祉育成・援助活動費 ７１０ 
支え合い助け合い活動の支援 
心配ごと相談、地域福祉活動の促進の
ため 

福祉教育のため ２３０ 小中学校福祉教育推進校事業 
福祉教育の推進 

合計 １，４４９  

秋の訪れとともに、今年も赤い羽根共同募金運動の時期がやってまいりました。 

昨年は、皆さま方の深いご理解とご協力により、１，１７８，２６３円もの募金が寄せられました

ことに厚くお礼申し上げます。寄せられました募金は、社会福祉協議会をはじめ、福祉施設、ボランティア

団体等に配分され、高齢者や障がい者、子どもたちを取り巻く様々な福祉活動の推進に大きな役割を果たし

ています。また、国内で発生する風水害や地震による災害救援活動にも活用させていただいております。 

令和２年７月に発生した豪雨災害の際にも、被災者支援をおこなう災害ボランティアセンター運営支援な

どに共同募金が大変大きな役割を果たしており、熊本県共同募金会の災害準備積立金、全国の共同募金会の

災害準備金が豪雨災害の災害支援金として活用され被災地の復興支援に貢献しています。これもひとえに皆

様のご協力のおかげと深く感謝いたします。 

本年も、１０月１日から、全国一斉に赤い羽根共同募金運動が展開されます。コロナウイルスや７月豪雨

の影響もあり、大変な時期とは存じますが、だれもが住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる地域社

会づくりの実現のため、この運動に多くの方々のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。   

熊本県共同募金会 南小国町分会長  髙 橋 周 二 
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行政組長様を通じてお願いにあがりますので、ご協力をお願い申し上げます。 

尚、自治会等に入られていないご家庭へは直接お願いの文書をお送りいたしますので、ご協力を

お願い申し上げます。 

■ 共同募金の流れ 

 家庭 

商店・街頭 

会社・学校 

熊本県共同募金会 

南小国町分会 

熊本県 

共同募金会 

福祉施設 

社会福祉協議会 

高齢者 

障がいのある人 

子ども 

災害被災者など 

への支援事業 

町民のみなさまへ 

赤い羽根共同募金 運動期間 10月 1日～12月 31日 

一人ひとりの優しい気持ちが、きよらの郷を支えています。 
 本年も１０月から赤い羽根共同募金運動が全国一斉に展開されます。昨年度に町民の皆様から寄せられた共

同募金は下記の事業に活用させていただいております。 

皆様から寄せられた温かい善意を地域の支え合い、安全安心につながるような事業に配分させていただき、

募金がどのように使われているか町民の皆様にわかり易く説明し共同募金の透明化を図っていきます。 

令和２年度も昨年同様の実績を目指し募金活動をすすめて参りますので町民の皆様のご理解・ご協力をお願

い申し上げます。 

～令和２年度 南小国町 共同募金の使いみち～ 

※令和元年度にお預かりした共同募金等を活用して実施しております。 

つ 

『きよらのふくし』 

“みんなで参加”！！ 

みんなで支える町づくり！！ 

本年も 

『赤い羽根共同募金』 

ご協力お願い申し上げます。 

共同募金運動 ・ 募金に関する ご質問は 

熊本県共同募金会 南小国町分会（社会福祉協議会内）   ４２－１５０１まで 

子どもデイサービス けん玉教室 

高齢者ミニデイサービス 馬場地区 

子育て支援広場きらら＆ぬくもり 

クリスマス会 

ふれあいサロン活動 さくら荘カフェ  


